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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

育殖の話難～洗濯・掃除の意識と行動～

　花王生活科学研　○平井淳子　大島昌子　根橋

目的〕大人だけの生活に赤ちゃんヵ勿わることで生活の意識は大きく変わり、

勉

それによっ
て家事行動のウェイトづけや頻度、やり方、夫婦間の協力の仕方などが変化するものと考
えられる。その実態を把握し、現状における特性や課題を明らかにする。

方法〕垂.送法（自記式）。実施時期:1994年8～9月。有効回収数703lio
回答者：２才以下の子供をもつ女性（首都圏在住、専業主婦が９割）とその夫

内容：洗濯、掃除に関する意識と行動（頻度の変化、実行者、欲しい情報などについて）

結果〕(1凄、夫ともに最も重視しているのは「育児・子供のこと」。妻の家事への関心は

決して低くなく「子供のために」手を抜けないという意識が伺える。
(2）日常生活で気になることは、「ホコリ」「ダニ」「食品の安全性」など。
O汗供ができて頻度が上がった家事は洗濯と
(4決婦で家事を分担・協力するべきだという

床掃除。家事はほとんど妻が行っている。

意識は、約４割の夫がもっている。

また育児の分担意識は６割の夫がもっており、子供の入浴は夫の分担率約４割。しかし、

オムツ換えはほとんど妻が行っている。

(5胞活情報の要望は高く、洗剤等の誤飲の処置、シミぬき、孚L幼児の肌や髪の手入れなど

について特に望まれている。子供を中心においた視点からの家事隋報力坏足している。

2Sa－ 9 生活行為とライフスタイ
　　○神戸松蔭女子学院短大　水島かな江
　　　北海道教育大岩見沢分校　田中陽子

ノレ　（　工

甲子園短大

）

永藤清子

【目的】ライフスタイルの多様化の流れの中で、これまで用いられてきた職業、年齢、階

層等の諸属性だけでは、家族や個人の生活を捉らえにくくなっている。その中で新たな指

標として、ライフスタイルが注目されてきている。このライフスタイルの分類にあたって、

現状では、意識、消費スタイルなど様々な視点から分析されているが、本研究では、日常

の生活行為がライフスタイルをとらえる指標として利用可能かどうかを検討する。

【方法】家事的生活行為と情報収集的生活行為について、その頻度に関する意識、及び各

種行動に対する価値観、家事・ライフコースについての考え方等の質問紙による自記式の

調査を1394年7月上旬、及び10月上旬に行なった。調査対象者は京都、兵庫の都市部にあ

る女子短期大学の学生581名である。回収率は100％、有効票581票である。

　【結果】(1)家事的生活行為をどの程度行なったらよいと考えているか、という頻度の視

点から分類した。その結果①Ｉ型（意識されている頻度がほぼ一つに集中しているもの）

②n型（意識されている頻度が２つあるもの）③m型（意識されている頻度が３つあるも

の) ④IV型（意識されている頻度が４つあるもの）の４つのタイプに分けられることがわ

かった。これらのタイプは①から④に行くほど、ライフスタイルの多様化に関連すると考

えられる。（2）家事的生活行為の頻度についての意識を、住居、価値観、母親の職業の違

い等で分類し、それぞれ平均値でみたところ、基本的にはそれらの属性等にかかわらず似

ていることがわかった。(3)全体としては似ているものの、微妙に頻度についての意識の

違いが見られる家事的生活行為のあることがわかった。
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